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12
月
定
例
会 追跡！ どうなったっぺ？

  あの一般質問･･････････････････ 14

初の住民と議会の
公開セミナー
石井草地内村道舗装工事額変更など可決！

一般質問に5議員登壇 よいしょ～
！ よいしょ

～！

力合わせ
てお餅つき

！！

こどもセン
ター「だん

ごさし」
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活
力
あ
る
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
推
進

村
議
会
議
長

星 

一
彌

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成
29
年
の
新

春
を
、
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ

り
村
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
前
半
は
降
雪
・
降
水
量
が
少

な
く
、
夏
に
猛
暑
が
続
き
、
農
作

物
に
育
成
障
害
が
出
た
り
、
井
戸

水
量
が
懸
念
さ
れ
る
等
、
異
常
気

象
が
生
活
面
に
も
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。
一
方
、
日
本
各
地
で
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水

し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
、
全
国
規
模
に
よ
る
異
常
気
象

の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
４
年

日
本
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選

手
権
に
優
勝
し
た
本
村
在
住
の
蛭

田
み
な
美
さ
ん
は
、
昨
年
７
月
に

山
口
県
で
行
わ
れ
た
日
本
女
子
プ

ロ
ゴ
ル
フ
協
会
の
最
終
プ
ロ
テ
ス

ト
に
見
事
、
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
に
千
葉
県
で
行
わ
れ

た
シ
ー
ド
権
を
争
う
フ
ァ
イ
ナ
ル

ク
ォ
リ
フ
ァ
イ
ン
グ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
て
上
位
の
成
績
を
収
め
、
２

０
１
７
年
日
本
女
子
ツ
ア
ー
の
大

部
分
に
出
場
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
村
民
初
の
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
誕
生
は
、
私
た
ち
村

民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
夢
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
６

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
も
未
だ

残
る
風
評
被
害
や
全
国
的
に
進
む

人
口
減
少
問
題
等
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
人
口
減
少
対
策
は
、
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
移
住
定

住
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
幼
稚

園
入
園
料
・
授
業
料
の
無
料
化
、

結
婚
祝
い
金
、
紙
お
む
つ
支
給
事

業
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
、
村
内
に
居
住
す

る
高
校
生
の
家
庭
の
経
済
的
負
担

軽
減
と
子
育
て
環
境
の
向
上
の
た

め
、
高
校
生
通
学
支
援
金
を
開
始

し
ま
し
た
。
同
時
に
、
修
明
高
校

鮫
川
校
は
村
の
活
性
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
鮫
川
校
と
し
て
の
存
続

の
た
め
、
村
外
生
徒
通
学
支
援
金

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
29
年
度

の
鮫
川
校
の
入
学
説
明
に
お
い
て

も
、
本
事
業
は
好
評
を
得
て
お

り
、
事
業
計
画
の
な
か
っ
た
２
年

前
を
上
回
る
入
学
希
望
者
が
見
込

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
、

村
と
鮫
川
校
の
更
な
る
交
流
や
子

育
て
支
援
の
新
た
な
展
開
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

移
住
定
住
に
よ
る
人
口
減
少
対

策
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

議
会
活
動
を
通
じ
て
、
本
村
の
魅

力
を
広
め
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
活
力
あ
る
議
会
、

活
力
あ
る
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
実
り
多
き
年
に
な
る
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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■ 12月補正予算の状況

事業勘定

直診勘定

一　般　会　計

会　計　別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

国保
特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

7836万円

272万3千円増

0円

0円

0円

164万1千円増

16万円減

45万6千円増

34万6千円減

32億69万8千円

5億4179万円

7136万1千円

1億1670万9千円

1100万2千円

4億6394万円

1602万1千円

1億717万6千円

3505万7千円

8267万4千円増 45億9855万7千円

簡易水道事業

村営バス事業

介 護 保 険

交 流 施 設

学 校 給 食

後 期 高 齢 者

■ 12月補正予算の主な事業

地方振興費
（集会施設改修事業補助金）
臨時福祉給付金給付費
社会福祉総務費
（繰出金 国保特別会計事業勘定）

農村交流施設費
（繰出金 交流施設特別会計）

農村振興費
（山王の里外壁等改修工事費）

災害復旧費
（公共土木施設災害復旧工事費）

災害復旧費
（農業施設災害復旧工事費）

地方交付税
公共土木施設災害復旧事業国庫支出金
臨時福祉給付金国庫支出金
農地等災害復旧事業費補助金

100万円追加

925万5千円追加

235万4千円追加

230万円追加

252万3千円追加

1645万円追加

2720万円追加

3000万円追加
1064万2千円追加
1039万円追加

2288万5千円追加

歳　　　　出

歳　　　　入

請負額変更、条例改正、一般会計・特別会計案を提出

役場の各課編成でスリム化へ

工事契約額が変更になった村道新宿古殿線(石井草地内)

大 樂 勝 弘  村長

　

12
月
定
例
会
が
12
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で

の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
５
議
員

が
道
の
駅
基
本
構
想
や
小
中
学
校
に
お
け
る

緊
急
時
の
危
機
管
理
体
制
な
ど
を
と
り
あ

げ
、
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告

の
後
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
適
正
化
推

進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
や
６
課
制
を

５
課
制
と
す
る
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
を

含
む
条
例
７
件
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
９

件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
の
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目

に
、
総
務
文

教
常
任
委
員

会
と
産
業
厚

生
常
任
委
員

会
の
合
同
議

案
調
査
を
開

き
、
議
案
を

審
議
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
、
補
正
予

算
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
を
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

12月定例会の
あらまし

補正が行われた９会計。国保直診勘定、簡易水道事業、
村営バス事業会計の総額は変わらず内容が変更されました。
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農
林
商
工
課
の
新
設
の
目
的
は

　

議
案
調
査
は
二
つ
の
常
任
委
員
会
が
合
同
で
委
員
会
を
開
催

し
、
各
課
長
や
担
当
職
員
よ
り
提
出
議
案
の
各
事
業
の
説
明
を
受

け
、
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
が
適
正
か
を
慎
重
に
調
査
を
し
ま
し

た
。
こ
の
議
案
調
査
は
事
業
計
画
に
賛
成
ま
た
は
反
対
の
意
志
決

定
を
す
る
大
事
な
調
査
と
な
り
ま
す
。

石
井
草
地
内
舗
装
工
事
額

変
更
な
ど
集
中
審
査

総務文教委員会・産業厚生委員会の議案調査

総務文教
常任委員会

問
現
６
課
を
５
課
に
す
る
こ
と
で
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る

答
農
業
委
員
会
の
定
数
改
定
は

産業厚生
常任委員会

問
農
業
委
員
は
８
人
、新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
７
名
を
村
長

が
任
命
す
る

答

 

補
助
金
を
受
け
て
改
修
さ

れ
る
中
野
区
集
落
セ
ン
タ
ー

　
平
成
27
年
度
に
工
事
が
遅

延
し
た
鍬
木
田
配
水
池
。
今

年
度
は
順
調
に
工
事
進
捗
中

※

ア
メ
ニ
ウ
レ
タ
ン
工
法

 

排
水
性
舗
装
に
弾
性
の

あ
る
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
を

充
填
さ
せ
た
凍
結
防
止

舗
装
。

集
会
所
補
助
金
の
内
訳
は

中
野
区
集
会
所
改
修
工

事
に
１
０
０
万
円
支
出

問答

公
募
の
策
定
委
員
会
の

回
数
の
増
に
よ
る
報
償

費
の
増
額

答
道
の
駅
構
想
策
定
事
業

の
予
算
増
の
内
訳
は

問

需
用
費
の
内
訳

役
場
玄
関
の
自
動
ド
ア

修
繕
工
事
と
暖
房
設
備

修
繕
費

問答
財
産
管
理
費
積
立
金
は

ふ
る
さ
と
納
税
1
1
3
万

円
を
財
産
管
理
積
立
金

問答
測
量
業
務
の
委
託
料
は

水
口
住
宅
の
地
滑
り
、擁

壁
測
量
業
務
１
７
０
万
円

問答
※

ア
メ
ニ
ウ
レ
タ
ン
工
法

に
よ
る
２
７
０
０
万
円
増

答
村
道
石
井
草
地
内
の
舗
装

工
事
契
約
変
更
の
理
由

問
立
ち
木
伐
採
の
遅
れ
と

業
者
の
仮
設
不
備
に
よ
り

労
基
署
か
ら
工
事
停
止

と
な
り
工
期
が
遅
延

答
鍬
木
田
配
水
池
工
期
遅

延
の
理
由

問

農
地
災
害
復
旧
工
事
は

田
、畑
、農
道
、水
路
１６
箇

所
２
７
２
０
万
円

問答
土
木
災
害
復
旧
工
事
は

道
路
１
箇
所
河
川
２
箇

所
１
６
４
５
万
円

問答

常任委員会の合同議案調査
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総合的な基本構想を望む
手・まめ・館、すまいるの運営を踏まえ

【
答
弁
】 

村
長

【
答
弁
】 

村
長

【
答
弁
】 

村
長

【
質
疑
】 

京
條  

英
征 

議
員

一般会計・特別会計

補正
予算

村民参加の中心街活性化検討委員会

○=賛成　　　△=反対

各議員による採決結果

○
○
○
○
○
○
○
○
○

遠 藤 貴 人
堀 川 照 夫
北 條 利 雄
京 條 英 征
関 根 英 也
前 田 雅 秀
関 根 政 雄
前 田 武 久
宗 田 雅 之

議 員 名

○
○
○
○
○
○
○
△
○

○
○
○
○
○
○
○
□
○

各条例案
28年度補正
一般会計 特別会計

　
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の

策
定
委
員
会
で
中
央
活
性
化

の
た
め
の
構
想
策
定
で
あ
る

が
、
「
道
の
駅
」
と
す
る
イ

ン
パ
ク
ト
の
強
い
呼
称
と
は

別
に
、
基
本
と
な
る
構
想
策

定
は
必
要
。
策
定
委
員
の
議

論
に
止
ま
ら
ず
に
幅
広
く
村

民
の
意
見
を
聴
取
し
、
肉
付

け
す
る
必
要
が
あ
る
。
既
存

施
設
の
経
営
財
政
状
況
を
踏

ま
え
検
討
す
べ
き
だ
が
。

　
災
害
の
拠
点
、
生
活
の
拠

点
、
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
づ
く

り
、
雇
用
の
創
出
な
ど
の
構

想
を
策
定
す
る
上
で
有
利
な

事
業
を
活
用
す
る
た
め
「
道

の
駅
」
と
し
た
。
「
手
・
ま

め
・
館
」
や
「
す
ま
い
る
」

は
当
初
の
目
的
は
十
分
果
た

し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
将
来
の
中
央

活
性
化
を
図
る
策
定
委
員
、

村
民
の
意
見
を
基
本
に
構
想

を
策
定
す
る
。

　
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
は

策
定
委
員
会
で
意
見
集
約
中

で
あ
る
。
中
心
地
域
の
活
性

化
が
重
要
な
の
は
分
か
る

が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
１

年
ぐ
ら
い
か
け
て
検
討
し
、

村
民
も
こ
れ
な
ら
必
要
だ
と

言
え
る
ま
で
議
論
を
重
ね
て

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
交
付
金

と
い
え
ど
税
金
に
変
わ
り
は

な
い
。
慎
重
に
使
う
べ
き
。

　
自
主
財
源
に
乏
し
い
村
に

は
そ
の
通
り
の
指
摘
で
あ

る
。
国
交
省
の
予
算
を
導
入

す
る
た
め
に
道
の
駅
の
名
前

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
が
、

大
き
な
広
場
で
あ
り
避
難
場

所
に
も
な
る
施
設
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
所
の
創
出
を

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
案
と
特
別
会
計
補
正
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
（
賛
成
か
反
対
か
の
意
志
決
定
）
の
前
に
三
名
の

議
員
よ
り
質
疑
が
あ
り
、
大
樂
勝
弘
村
長
が
答
弁
い
た
し

ま
し
た
。

慎
重
に

村
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き

村
が
率
先
し
て
や
る
と
の
考

え
で
あ
り
、
決
し
て
税
金
の

無
駄
使
い
で
は
な
い
。

　
ほ
っ
と
は
う
す
は
平
成
６

年
３
月
に
葉
貫
に
２
億
１
千

万
円
で
都
市
交
流
施
設
と
し

議
決
さ
れ
た
。
当
時
私
は
湯

之
田
地
区
さ
ぎ
り
荘
を
改
修

し
、
宿
泊
併
用
施
設
に
す
べ

し
と
反
対
し
た
。
以
来
財
政

支
援
に
も
関
わ
ら
ず
手
数
料

減
に
よ
り
補
正
し
た
。
今
後

の
改
善
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
宿
泊
施
設
が
少
な
い
村
と

し
て
、継
続
を
考
え
て
い
る
。

大
幅
な
手
数
料
収
入
減
は
申

し
訳
な
い
。
今
後
も
指
導
し

て
応
援
し
た
い
。

　
何
度
も
民
間
移
譲
を
と
申

し
て
き
た
。
毎
年
１
千
万
近

い
財
政
持
ち
出
し
が
あ
り
、

思
い
切
っ
た
決
断
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
。

　
29
年
度
の
経
営
状
況
を
見

て
支
え
き
れ
な
く
な
っ
た
ら

民
間
移
譲
を
考
え
た
い
。

【
質
疑
】 

北
條  

利
雄 

議
員

【
質
疑
】 

前
田  

武
久 

議
員

【
再
質
疑
】 

前
田  

武
久 

議
員

【
答
弁
】 

村
長

□=特別会計の交流施設のみを反対

道
の
駅
構
想



前田　武久 議員
道の駅、学習館建設の
基本構想
森林資源の活用と助成

①

②

北條　利雄 議員
平成２９年度予算編成
方針と公開
子育て就学前児童へ
の経済的支援
学校給食費と児童クラ
ブへの支援

①

②

③

宗田　雅之 議員
湯の田温泉の今後の
振興策
定住化と生活道の改
善策

①

②

関根　政雄 議員
防犯強化の村づくり
青生野小学校の統合
スポーツ少年団の支援
策

①
②
③

さめがわ議会だより第147号　６

（鈴木 一輝くん） （舟木　 蒼くん）

（松本 洸優くん）

（高野 蕉伍くん）

村政を村政を
ここが
　聞きたい

！

ただす！！
議員5人が登壇

P 7

遠藤　貴人 議員

①小中学校における緊
急事態発生時の危機
管理体制

（藤元 颯太くん）

P11

P10

P ８

P ９

星　 一 彌 議長
（野崎 結生くん）

大樂　勝弘 村長
（舟木 椋音さん）

白坂　利幸 副村長
（須藤 充稀くん）

奥 貫　 洋 教育長
（石井 陽南乃さん）

関根　英也 議員
（本郷 芽生さん）

前田　雅秀 議員
（高野 朱莉さん）

京條　英征 議員
（鈴木 海晴くん）

堀川　照夫 議員
（須藤　 絢さん）鮫川小学校３年生の皆さんににがお絵を描いていただきました

こども議会
でも

　　頑張る
ぞ～～

議会の進行

出 席 議 員

答 弁 者 出 席 者



育
て
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

べ
き
。幼
稚
園
使
用
料・送
迎
バ

ス
使
用
料・給
食
費
の
無
償
化
や

軽
減
策
を
講
じ
る
時
期
で
あ

る
。総
合
戦
略
で
も「
就
学
前
教

育
の
充
実
」や
格
差
是
正
の
た
め

の「
保
育
料
等
を
低
減
す
る
」と

あ
り
具
体
的
な
考
え
方
や
方
策

を
伺
う
。

　

幼
児
送
迎
バ
ス
は
、就
園
幼

児
の
2
割
程
度
で
減
少
傾
向
に

あ
る
。自
家
用
車
送
迎
と
の
バ
ラ

ン
ス
か
ら
受
益
者
負
担
は
や
む

を
得
な
い
。幼
稚
園
就
園
に
係
る

負
担
軽
減
の
措
置
は
、入
園
料

や
授
業
料
を
無
料
化
し
一
定
の

支
援
を
実
施
。給
食
費
も
低
額

に
抑
え
て
お
り
、財
政
的
負
担
等

の
影
響
を
勘
案
し
現
行
通
り
。

就
学
前
教
育
の
充
実
は
、支
援

事
業
計
画
を
基
本
に
、一
貫
性

あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
充
実

に
努
め
て
い
る
。保
育
料
等
も
国

基
準
の
3
分
の
1
程
度
の
低
額

に
し
て
い
る
。子
育
て
や
就
学
前

児
童
へ
の
経
済
的
支
援
は
、財
源

確
保
に
努
め
可
能
な
限
り
継
続

す
る
。

北
條 

利
雄 

議
員

７ さめがわ議会だより第147号

予算編成方針は、ホームページで
公開する答

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

　
予
算
策
定
の
中
で
、本
村
財
政

の
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。厳
し

い
財
政
状
況
下
で
も
、村
民
目
線

を
基
本
に
、村
民
の
日
々
の
暮
ら

し
を
着
実
に
支
え
実
感
で
き
る
村

づ
く
り
が
必
要
。振
興
計
画
や
総

合
戦
略
の
実
現
に
向
け
、中
長
期

的
な
施
策
展
開
を
見
据
え
、一
層

の
創
意
工
夫
、村
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
効
率
的
で
実
効
性
の

高
い
、着
実
な
取
り
組
み
が
必

要
。予
算
編
成
方
針
の
全
体
骨

格
、基
本
方
針
、重
点
施
策
を
伺

う
。安
易
な
前
例
の
踏
襲
や
業
務

改
善・改
革
を
実
践
し
、担
当
部
局

で
達
成
し
た
い
目
的
を
明
確
に

し
、メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
編
成
が
必

要
。次
年
度
へ
の
方
向
性
を
村
民

に
示
し
、公
開
す
べ
き
と
思
う
が

所
見
を
伺
う
。

　

収
入
は
、人
口
減
少
に
よ
る
地

方
交
付
税
や
地
方
税
の
減
収
。歳

出
は
、物
件
費
等
の
増
加
。債
務

は
、地
方
債
の
償
還
に
よ
る
減
少
。

積
立
金
等
は
、財
源
不
足
に
よ
る

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で
微

減
が
見
込
ま
れ
る
。予
算
編
成

質 

問

は
、振
興
計
画
等
の
計
画
目
標
に

合
わ
せ
た
重
点
化
を
図
る
。多
様

化・高
度
化
す
る
事
業
に
対
応
し

た
効
果
的・効
率
的
な
運
営
、財
源

の
確
保
、事
務
事
業
の
見
直
し
、費

用
対
効
果
、緊
急
性
や
優
先
度
を

見
極
め
諸
施
策
を
進
め
る
。予
算

編
成
方
針
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
る
。（
詳
細
方
針
は
鮫
川
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
頂
け
ま
す
。）

平成29年度予算編成方針と
公開を伺う問

　
就
学
前
児
童
に
つ
い
て
は
、幼

稚
園
と
保
育
園
が
一
体
と
な

り
、他
の
自
治
体
に
誇
れ
る
先
駆

的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。保

育
料
も
軽
減
さ
れ
、幼
稚
園
使

用
料
も
無
償
化
さ
れ
て
い
る
。幼

児
送
迎
バ
ス
は
、使
用
料
が
長

年
見
直
し
が
な
さ
れ
ず
推
移
し

て
い
る
。保
護
者
の
負
担
軽
減
に

よ
り
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

質 

問

問
小
中
学
生
へ
の
経
済
的
な
就
学
支
援
策
を
伺
う

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
と
し
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

答
　
学
校
給
食
は
、古
殿
町
と
の
受
委

託
、そ
の
成
果
が
着
実
に
浸
透
運
営

さ
れ
、食
を
通
じ
て
地
産
地
消
の
給

食
づ
く
り
の
努
力
が
あ
る
。給
食
費

は
、材
料
費
の
価
格
や
消
費
税
の
影

響
が
あ
る
が
、負
担
割
合
は
長
年

平
準
化
で
推
移
し
見
直
し
が
な
い
。

保
護
者
の
経
済
的
支
援
は
勿
論
、

児
童
生
徒
の「
食
の
負
担
軽
減
の
環

境
整
備
」は
課
題
。見
直
し
時
期
が

到
来
し
て
い
る
。児
童
ク
ラ
ブ
は
、

放
課
後
の
遊
び
や
学
習
、生
活
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。女
性
の
社
会
進

出
や
活
躍
に
よ
る
不
在
、家
族
の
高

齢
化
に
よ
る
家
庭
の
状
況
が
あ
る
。

総
合
戦
略
は
小
中
学
生
へ
の
就
学

援
助
費
の
充
実
が
あ
り
、そ
の
具
現

化
す
る
経
済
的
な
支
援
策
を
適
用

す
べ
き
。青
生
野
小
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
運
営
の
必
要
性
と
考
え
方

を
伺
う
。

　

給
食
費
は
、両
町
村
の
単
価
を

統
一
す
る
た
め
に
安
い
単
価
を
、材

料
費
は
、質
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め

高
い
単
価
を
、そ
の
差
額
を
両
町
村

で
補
填
し
て
い
る
。材
料
の
価
格
や

消
費
税
増
税
の
影
響
分
は
、補
填
額

を
増
額
し
価
格
の
維
持
に
努
め
て

き
た
。多
く
の
自
治
体
で
少
子
化
対

策
や
子
育
て
支
援
と
し
て
軽
減
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、い
ず
れ
見
直
し

が
必
要
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、利
用
料
金
が
高

い
と
は
考
え
て
い
な
い
。青
生
野
小

に
つ
い
て
は
、要
望
に
応
じ
て
今
後

検
討
す
る
。

質 

問

　

総
合
戦
略
で
計
画
さ
れ
て
い

る
、経
済
的
支
援
策
を
具
現
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

答
弁（
教
育
長
）

問
子
育
て
や
就
学
前
児

童
へ
の
経
済
的
支
援

策
を
伺
う

答
状
況
を
勘
案
し
負
担

軽
減
を
図
る
施
策
を

す
す
め
る

　

事
業
計
画
や
消
費
税
の
見
直

し
時
期
等
を
勘
案
し
負
担
軽
減

を
図
る
施
策
を
す
す
め
る
。児童クラブを実施中の

鮫川小学校



周辺の環境整備から進めていく答

宗
田 

雅
之 
議
員

湯の田温泉の今後の施策は問

さめがわ議会だより第147号　８

景観整備が急がれる湯の田温泉周辺

再
質
問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

　
様
々
な
施
策
が
検
討
さ

れ
た
、
湯
の
田
温
泉
の
利

活
用
策
で
あ
る
が
、
今
後

ど
の
様
に
進
め
て
行
く
の

か
。
施
策
の
進
め
方
に

よ
っ
て
は
、
雇
用
の
拡
大

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

　

検
討
委
員
会
で
の
提
言

を
今
後
の
施
策
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
周

辺
の
環
境
整
備
か
ら
進
め

て
い
く
。

　

現
状
、
周
辺
の
景
観

が
、
か
な
り
荒
れ
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
一
日
も
早

い
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
年
々
、
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
温
泉
な
ど
の
、

資
源
を
活
用
し
た
振
興
策

は
、
集
客
や
定
住
に
も
繋

が
る
と
考
え
る
、
早
い
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。

問
生
活
道
路
の
改
善
策
は

国
庫
補
助
な
ど
の
利
用
を
検
討
し
た
い

答

　

来
年
度
、
29
年
度
の
事

業
予
算
に
反
映
さ
せ
た

い
。

　
生
活
道
路
の
整
備
は
、

人
口
減
少
が
進
む
中
、
定

住
化
を
図
る
上
で
も
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
、
路
盤
の
傷
み
が
激

し
く
、
危
険
個
所
が
多
く

見
ら
れ
る
、
一
級
村
道
で

あ
る
官
沢
・
西
山
線
。
村

水
道
工
事
に
よ
り
、
多
く

の
歪
み
が
で
き
た
村
道
富

田
・
山
田
線
。
以
前
に
も

何
度
か
質
し
て
い
る
村
道

唐
露
・
葉
貫
線
の
今
後
の

修
繕
施
工
の
計
画
、
予

定
は
。

　

官
沢
・
西
山
線
は
、
来

年
度
に
路
面
性
状
調
査
を

実
施
し
た
い
。
結
果
補
修

が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断

結
果
が
出
れ
ば
、
国
庫
補

助
事
業
に
よ
り
実
施
が
で

き
る
。
あ
わ
せ
て
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
施
設

の
整
備
も
実
施
し
た
い
と

考
え
る
。
富
田
・
山
田
線

は
、
平
成
25
年
に
路
面
性

状
検
査
を
実
施
し
、
結
果

損
傷
部
分
が
局
所
的
で
あ

る
と
い
う
評
価
の
た
め
、

全
面
的
な
改
修
事
業
は
国

の
補
助
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
今
後
は
、
村
の

単
独
事
業
で
あ
る
が
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
様
実
施
し
て
い

く
。
唐
露
・
葉
貫
線
に
関

し
て
は
現
状
か
ら
考
え
る

と
、
多
く
の
事
業
費
が
か

か
り
、
国
の
補
助
事
業
が

な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
。

地
区
の
皆
さ
ん
の
生
活
の

利
便
性
を
支
援
す
る
意
味

で
は
大
変
必
要
な
事
業
で

あ
る
。
し
っ
か
り
と
国
の

補
助
金
を
付
け
て
く
れ
る

よ
う
要
望
活
動
を
し
て

い
く
。

　
住
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
一

時
的
な
応
急
処
置
も
必
要

で
は
。

　

富
田
・
山
田
線
は
、
29

年
度
の
早
い
時
期
に
村
単

独
事
業
で
あ
る
が
、
改
修

を
急
ぎ
た
い
。
官
沢
・
西

山
線
は
路
面
の
性
状
調

査
の
結
果
を
待
っ
て
頂
き

た
い
。

再
質
問


